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[背景] FDG-PET は CT,MRI のような従来の画像診断とは異なり，腫瘍の糖代謝活性を反映する非浸襲的な機能画像で，腫
瘍の局在のみならず良悪性の鑑別，腫瘍の悪性度などの評価に有効である．現在までに当科では，口腔扁平上皮癌において放
射線併用化学療法の前後で FDG-PETを撮影することで，治療前の PETから治療効果を，治療後の PETから残存腫瘍の有無
をおおよそ予測することができることがわかった（Kitagawa 1999）.残存腫瘍の有無を的確に予測できた場合，治療後の手術
療法の必要性や，手術の侵襲度を決定することができる． 
 しかしながら FDG の集積は類似した組織学的特徴を有する腫瘍間でもばらつきが見られ，糖代謝のみならず個々の腫瘍の
生物学的特徴，悪性度，あるいは潜在的な腫瘍の増殖能などが反映されていると考えられる．FDG 集積が生物学的に反映し
ているものについて把握することは，今後 FDG-PETを広く臨床応用するにあたり重要となるばかりではなく，FDG-PETが
個々の患者の治療計画を立案する際に有効な指標の一つになることが予測される． 
[目的] FDG-PET が反映している生物学的背景を明らかにし，さらなる FDG-PET の有効性を確立するとともに，口腔癌治
療に導入することで，よりよい治療効果を得る． 
[方法] 口腔癌の放射線併用化学療法の前後で FDG-PET を撮影．また治療前の生検材料を用い，組織化学的に腫瘍細胞の増
殖能やタンパク合成能などを調べ，FDG集積値との相関関係の有無を検討する． 
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